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阪神・淡路大震災をどう受け継いできたか
神戸大学生 �� 年の語り継ぎ・シンポジウム

���� 年 � 月 �� 日 ㊏ 午後２時 ~４時 �� 分

　神戸大学理事・副学長・地域連携推進本部長 奥村　弘

　　　　　　神戸大学大学院国際文化学研究科准教授 辛島　理人
人と防災未来センター企画ディレクター 平林　英二

コーディネータ
　　　 神戸大学地域連携推進本部特命准教授 山地　久美子

コメンテーター

挨 拶会  場  人と防災未来センター西館
            �F ガイダンスルーム �
                                                      （無料ゾーン）

神戸市中央区脇浜海岸通 �-�-�

同時開催 主催： 神戸大学地域連携推進本部
　　　阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター

「阪神・淡路大震災と東日本大震災をつなぐ語り継ぎ」
神戸大学ボランティアバスプロジェクト（���� 年設立）

�� 年度代表　中村 　莉央（４年）
�� 年度代表　野々内  日向 (２年 )

＊会場とオンラインによるハイブリッド＊

「復興から、まちと繋がる学生団体へ」
神戸大学学生震災救援隊 （���� 年設立）
�� 年度代表　植田　丈嗣（４年）
�� 年度代表　西畑　克俊（３年）
�� 年度代表　鈴木　蒼生（２年）

「震災からの復興祭の運営」
灘チャレンジ実行委員会
�� 年度代表　小柳　智久（３年）

「震災後から続く、地域に根差した活動」
灘地域活動センター （N.A.C.）
�� 年度代表　山品　俊介（２年）

Designed by 西畑克俊
神戸大学阪神・淡路大震災 �� 年事業委員会  地域連携・ボランティア実行委員会事業

神戸大学地域連携推進本部   https://www.office.kobe-u.ac.jp/crsu-chiiki/
 E メール：crsu-vol@office.kobe-u.ac.jp　Tel：���-���-����

「阪神・淡路大震災をどう受け継いできたか
神戸大学生 �� 年の語り継ぎ」パネル展示
会　場 : 人と防災未来センター西館 �F ロビー
開　催 : ���� 年 � 月 �� 日㊏ ~ � 月 � 日㊐

人と防災未来センター「災害伝承 “ 語り継ぎ ” 探求サロン」 シリーズ６

神戸大学基金の支援を受けて実施しています

参加無料

問合せ

https://forms.gle/hZBrexzcipu2XARK7 

…
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…
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登 壇 神戸大学生   卒業生

元・兵庫県弁護士会会長（卒業生） 津久井　進

事前申込フォーム　 申込〆切：� 月 �� 日

被災地 NGO 協働センター代表　    頼政　良太
卒業生

灘地域活動センター �� 年度代表　関本　英恵

登 壇

ボラバス �� 年度代表・Konti 創設   稲葉　滉星



大規模災害では、通常の行政が
可能なサービス提供量をはるか
に上回る被災者のニーズが発生
する。そのため「自助・共助」
が重要となり、それを実現する
ためには「日常的に地域の人同
士間の横のつながり」が必要で
ある。このような横のつながり
を実現するために「市民ととも
に、市民のひとりとして」町に
関わろうとする学生が集まって
いるのが学生震災救援隊

学生震災
救援隊

灘チャレンジ
実行委員会

灘地域活動
センター

神大モダン
ドンチキ

現在の学生震災救援隊は阪神・
淡路大震災からの復興祭である
灘チャレンジ、隔週土日でHAT
神戸と岩屋でお茶会を開催する
灘地域活動センター、全国各地
でチンドンの演奏を行う神大モ
ダンドンチキ3団体と連携して活
動を行っている。学生震災救援
隊は主に震災継承イベントの開
催、水害や地震の被災地に赴き
足湯などのサロン活動を行う。

現在の救援隊(2024)

令和6年能登半島地震被災地での支援活動

令和6年1月1日に起きた
能登半島地震の被災地
である石川県輪島市、
七尾市で支援活動を行
いました。この活動は
現地で活動している被
災地NGO恊働センター
の協力と現地の七尾市
中島区の集会所からの
支援要請があったため
実現したものです。

現地では足湯で現地の
方と交流を行い、現地
支援のニーズを把握し
ました。また、被災さ
れた住宅で瓦礫などの
片付けの手伝いをさせ
ていただきました。

発足当時の救援隊(1995)

地震を跳ね返す耐震構造の人間関係を作る

学生
• 学生同士のつなが
り

• 学生と地域の人と
のつながり

地域
• 地域人と地域の人
とのつながり

• 地域と行政のつな
がり

耐震構
造の人
間関係

神戸大学は生協食堂、農
学部、国際文化学部体育
館などが避難所になった。
大学生協あてに届いた物
資を用いて学生が自主的
に炊き出しを開始。その
後、1月23日に同じ大学
生協に避難していた学生
を中心に「神戸大学学生
震災救援隊」が発足

学生震災救援隊の隊員たちは、
地域住民の方や避難者の方と協
力しながらお風呂運営や炊き出
し、テント村パトロール、子供
たちの学習支援などのボラン
ティア活動を行った。



1995～2001 灘チャレンジ初期

・1995年6月4日 復興祭―NADA Challenge― 開催
中北委員⾧の下，六甲八幡神社（現在駐車場となっている場所）
で開催される．約3,000人の来場者を得た．

・1996年6月 NADA Challenge 開催
内野委員⾧の下，1995年と同じ場所で第2回が開催される．この年
は，神戸大学総合ボランティアセンターとの共催という形で開催
れる．
現在の灘チャレンジ実行委員会は，学生震災救援隊と総合ボラン
ティアセンターの2つの団体に所属する形となっており，1996年
のNADA Challengeがその始まりとなっている．

・1997年6月 NADA Challenge 開催
過去2年で開催場所としていた六甲八幡神社の場所が駐車場として
整備されたことから，会場を都賀川公園に移して開催される．
この年から助成金を得ることができなくなり，水道筋商店街など
から広告協賛をいただくことが始まる．

・1998年～ 灘チャレンジ 開催
祭りの名称が“NADA Challenge”から“灘チャレンジ”に変更される．
98年は大和公園に開催場所を移したが，99年以降は毎年都賀公
園で開催されるようになる．

2008～2018 灘チャレンジ

・2008年6月1日 灘チャレンジ2008 開催
社会問題を題材とした風刺劇の公演が灘チャレンジのメイン企画
となってきた．この年は夜間中学を題材とした劇．

2008年7月28日 都賀川水難事故
2009年の灘チャレンジ以降，都賀川水難事故の継承活動が展
示等の企画で毎年行われるようになる．

1995年の復興祭―NADA Challenge―から，毎年寸劇が公演される．

・2016年の灘チャレンジより，消火器を使った消火訓練体験企画を
開始

2019～ 灘チャレンジ

・2019年の灘チャレンジ2019が雨により中止

・2018年の灘チャレンジ2018では，10,000人の来場者を得る．

・2020年 都賀川公園での開催を断念し，12月にオンライン上での企画
を計画．“オンライン灘チャレンジ”を実施．

・2021年 都賀川公園での開催を断念し，冊子「なだなんだ」を発行．

・2022年 4年ぶりに都賀川公園で開催．

「
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左から灘チャレンジ2008，灘チャレンジ2013，灘チャレンジ2015

灘チャレンジ2023



阪神淡路大震災ののちに避難所などで支援活動を行っていた学生組織が前身と

なり、1997年に灘地域活動センターが設立され、1999年から現在の活動場所

である兵庫県営岩屋北町住宅とHAT神戸灘の浜で活動することとなりました。

コロナ禍で一時中断されていた時期もありますが、25年以上にわたってお茶

会・戸別訪問活動による住民さんとの交流活動を続けています。

毎週末に二か所の集会
所でお茶会を開催し地
域の住民さんと交流す
る活動を主として、そ
のほかに季節ごとのイ
ベント・レクリエー
ション企画を行ったり、
年賀状の送付を行った
りもしています。

お茶会に参加されるのは地域のご高齢の方が中心
で、足腰を悪くされて外出の機会が減ったり、ご
家族と離れて暮らしており支援が得にくい状態に
あったりする方に、地域住民同士・あるいは学生
との交流・関係性の構築の機会を提供することが
活動の主な目的です。

お茶会では、毎回15～
25名ほどの住人さんに
参加いただいており、
飲み物やお菓子を食べ
ながら住民さん同士や
学生との会話を楽しん
でいただいています。





当団体は2023年4月より新たに、神戸市⾧田区（主に日吉5丁目や旭若松地区）で地域活動の運
営ボランティアとして活動しつつ、阪神・淡路大震災の経験や教訓の伝承活動や地域のつなが
りによるしなやかな防災まちづくりを目指してきました。繋がりの展開と変遷をご紹介します。

春。大学の先生にご紹介いただき、住民さんと繋がること
ができる。⾧田の街歩きやふれあい喫茶への参加、人と防
災未来センターへの見学を行い、⾧田の街について知る。

初夏。震災以後、若松鷹取公園にて毎月行わ
れている第198回目の市民消火隊の活動に参
加。初期消火の重要性と、日頃の訓練への参
加の大切さを知る。

夏。日吉５丁目の地蔵盆の運営ボランティア
を行う。雷雨の中大勢の子ども・親子が来ら
れ、地域のつながりが地域主催のイベントで
作られていることを実感する。

冬。ふれあいのまちづくり協議会主催の餅つき大会の運
営ボランティアを行う。後日、「あのときはありがと
う！」多くの方に言っていただけて嬉しく思う。

冬。「KOBEに灯りをinながた 2024」追悼行
事で使用する再生ろうそくづくりと講話を、
３つの小学校で行う。防災教育の難しさと
やりがいを実感する。

冬。1月17日の日吉５丁目慰霊祭準備と運営ボランティア、およ
び「KOBEに灯りをinながた 2024 」の運営を行う。ご参列された
新潟県中越地震山古志村の皆さんと被災地間交流を深める。
今回は慰霊祭についてと住民さんの経験インタビューを冊子に
まとめる予定だが、今後、阪神・淡路大震災をどう語り継いで
いくかについての期待と課題を感じる。



「東日本大震災被災地の学生ボランティア活動」
神戸大学東北ボランティアバスプロジェクト
代表 中村莉央／川﨑 湧太

「『多重被災』宮城県丸森町での支援活動」
神戸大学持続的災害支援プロジェクトKonti　
代表 杉山 紗也乃

4月30日 ボラバス設立

1月 17日
阪神・淡路大震災

5月 10日 総ボラ設立

1月23日 救援隊設立

3月 11日
東日本大震災

都市安全研究センター
学生ボランティア支援室設置

現在の情勢や地域交流の在り方
に合わせた活動の展開

新メンバーの獲得に
努力する

来年に向けた引継ぎ

丸森町被災地へ復旧に向け定期的に伺い、
戸別訪問などを通じて｢取り残されている｣人
たちへの支援を継続的に行う

コロナの活動制限があっても地域や
他団体、根本的な学生同士の繋がり
を維持し続ける仕組みをつくりたい

コロナで活動ができない状況があった。学
生が団体に在籍できる期間は、就職活動
等を考えると 2～3 年くらいに限られ、活
動におけるノウハウが継承し尽くされない

今後長く活動を続けていくた
めに、活動の場を広くする

団体の継続についての意義

発災から 10 年以上が経過した東日本大震
災の被災地で大学生が｢ボランティア活動｣
として出来ることが見えない

1995

「復興から、まちと繋がる学生団体へ」
神戸大学学生震災救援隊
代表 植田 丈嗣

「震災後から続く、地域に根差した活動」
神戸大学総合ボランティアセンター
代表 松本 瑞樹

2008 キャリアセンター
学生ボランティア支援室設置

2012

4月 14・16日
熊本地震

地域連携推進本部
ボランティア支援部門設置

2021

5月13日Konti 設立

2011

2016

神戸大学災害・復興ボランティアの全国展開と地域連携のこれから

ALL HAT ひょうご防災フェスタ2022　シンポジウム型ステージイベント

つなぐ、地域と大学の27年

学生ボランティアは 4 年という限られた期間の中で、毎年、学年メンバーが入れ
替わりながら活動を継続する特殊な環境です。新型コロナウイルス感染拡大防止
対策の２年におよぶ活動制限も様々な形で影響を与えています。本シンポジウムで
は神戸大学の学生・教職員と地域の方々が阪神・淡路大震災発生から兵庫県、
全国で実践してきた災害・復興ボランティア活動を紹介するとともに継続的な活
動支援に向けて地域社会全体で支える仕組みを考えます。

ALL HATひとぼうステージ
HAT神戸・なぎさ公園 ぼうさいこくたい会場内

阪神岩屋駅から南へ約500m／JR灘駅から南へ約700m
雨天時は状況判断

会  場
場  所

お名前・ご所属等・Eメール・当日の連絡先・都道府県／市
町村を記載の上、下のいずれかの方法でご登録ください。
Googleフォーム（右QRコードから）
https://forms.gle/L2dMbjgSascsi5Xe7
Eメール　crsu-vol@office.kobe-u.ac.jp
電話　078-803-5391
　　　 〔事務：研究推進部連携推進課〕
HP　https://www.office.kobe-u.ac.jp/crsu-chiiki/
ALL HATひょうご防災フェスタ2022
https://hitobou.com/allhat/2022/

参加申込（事前登録） お問合せ
開会 理事・副学長・地域連携推進本部長　奥村 弘
コメント 神戸大学都市安全研究センター教授　近藤 民代
閉会 地域連携推進本部副本部長・農学研究科教授　田中丸 治哉

司会 地域連携推進本部地域連携教育部門長特命准教授　松下 正和
ｺｰﾃ ｨ゙ﾈｰﾀｰ 地域連携推進本部ボランティア支援部門長特命准教授　山地 久美子

神戸大学

 地 域
なぎさふれあいのまちづくり協議会委員長　門脇 龍三〔HAT神戸〕
NPO法人エフエムわぃわぃ代表　金 千秋〔神戸大学GSP 研修型プログラム・受入れ〕
NPO法人神戸まちづくり研究所理事長　野崎 隆一
一般社団法人おらが大槌夢広場・大槌町地域おこし協力隊　北浦 知幸
 先 輩
一般社団法人みくもや理事／救援隊OB　坪田 卓巳 
 （旧）神戸大学学生ボランティア支援室
福島大学地域未来デザインセンター特任准教授／総ボラ・救援隊OB　藤室 玲治

地域・応援団

2022年10月23日（日）
　　　10:30～12:00

「東日本大震災被災地の学生ボランティア活動」
神戸大学東北ボランティアバスプロジェクト
代表 中村莉央／川﨑 湧太

「『多重被災』宮城県丸森町での支援活動」
神戸大学持続的災害支援プロジェクトKonti　
代表 杉山 紗也乃

4月30日 ボラバス設立

1月 17日
阪神・淡路大震災

5月 10日 総ボラ設立

1月23日 救援隊設立

3月 11日
東日本大震災

都市安全研究センター
学生ボランティア支援室設置

現在の情勢や地域交流の在り方
に合わせた活動の展開

新メンバーの獲得に
努力する

来年に向けた引継ぎ

丸森町被災地へ復旧に向け定期的に伺い、
戸別訪問などを通じて｢取り残されている｣人
たちへの支援を継続的に行う

コロナの活動制限があっても地域や
他団体、根本的な学生同士の繋がり
を維持し続ける仕組みをつくりたい

コロナで活動ができない状況があった。学
生が団体に在籍できる期間は、就職活動
等を考えると 2～3 年くらいに限られ、活
動におけるノウハウが継承し尽くされない

今後長く活動を続けていくた
めに、活動の場を広くする

団体の継続についての意義

発災から 10 年以上が経過した東日本大震
災の被災地で大学生が｢ボランティア活動｣
として出来ることが見えない

1995

「復興から、まちと繋がる学生団体へ」
神戸大学学生震災救援隊
代表 植田 丈嗣

「震災後から続く、地域に根差した活動」
神戸大学総合ボランティアセンター
代表 松本 瑞樹

2008 キャリアセンター
学生ボランティア支援室設置

2012

4月 14・16日
熊本地震

地域連携推進本部
ボランティア支援部門設置

2021

5月13日Konti 設立

2011

2016

神戸大学災害・復興ボランティアの全国展開と地域連携のこれから

ALL HAT ひょうご防災フェスタ2022　シンポジウム型ステージイベント

つなぐ、地域と大学の27年

主催：神戸大学地域連携推進本部

神戸大学創立 120周年記念事業



４つの団体活動紹介のポスター「災害・復興ボランティアと
大学の未来－全国で神戸大学生が共に築いてきたもの」を
ぼうさいこくたい2022（10/22-23 開催）で展示しています

会場：人と防災未来センター東館 1F こころのシアター前【PS-10】
ぼうさいこくたい 2022HP：https://bosai-kokutai.jp/2022/

灘チャレンジ実行委員会
神大モダンドンチキ
N.A.C.（灘地域活動センター）

神戸大学地域連携推進本部ボランティア支援部門　登録ボランティア団体　―災害・復興ボランティア活動―

神戸大学学生震災救援隊　〔救援隊〕 神戸大学総合ボランティアセンター　〔総ボラ〕

神戸大学東北ボランティアバスプロジェクト　〔ボラバス〕

●子ども分野
住之江児童館セクション
●高齢者分野
灘地域活動センター（N.A.C.）セクション
●障害者分野
障害者セクション
点訳セクション
まーくん☆チームセクション
手話サークルぺんぺん草セクション
●まちづくり分野
とんかちボランティアセクション
灘チャレンジセクション

神戸大学持続的災害支援プロジェクト Konti　〔Konti〕

本事業は神戸大学基金の助成を受けています



神戸大学学生震災救援隊

救援隊の始まり

阪神淡路大震災発生直後、1995年1月23日に救援隊は結隊されました。
当時、神戸大学避難所内にいた学生を中心に、公的な支援が届きにくい場所にいる人
たちを中心に支援を行っていました。そして、95年4月以降は、仮設住宅での取り組
みや復興祭灘チャレンジの開催など、現在に繋がる活動が開始されました。

現在の活動の紹介

灘チャレンジ実行委員会

1995年に、八幡神社で「復興祭〜NADA Challenge〜」を開催して以降
毎年恒例のイベントとなった。「NADA Challenge」とは、「灘のまち
づくりに、学生が住民とともにチャレンジする」という意味を込めて
おり、学生がまちの繋がりを主体的に創るイベントである。雨天や
コロナ禍の影響で2019~2021年は開催できなかったが、2022年9月18
日には都賀川公園にて3年ぶりに対面で開催することができた。

灘地域活動センター（N.A.C)

神戸大学総合ボランティアセンターによる大和仮設住宅での活動と
救援隊の高羽仮設住宅支援活動が合流し、1997年に設立される。
県営岩谷北町住宅とHAT神戸灘の浜集会所にて毎週お茶会を行い、
コミュニティ形成を支援している。コロナ禍によってお茶会を開催
できない時期においても、はがきのやりとりで住民さんとの交流
を続け、現在は毎週土曜日のお茶会を再開することができている。

神大モダン・ドンチキ

不定期で結成されていた「チンドン屋」での賑やかしの活動がグループ
化して、2000年に結成された。プロのチンドン屋とも交流しながら、日本
で有数のチンドン屋サークルへと成長した。コロナ禍によって、出演依頼
が激減したが、その中でも学生のみでの練習は続け、2022年度においては
多くの出演依頼を受け、地域を元気にできた。また、2022年の灘チャレン
ジにも出演した。

災害派遣活動
1998年に北関東豪雨水害への支援活動を行ったことから始まった。
2007年〜2011年ごろまでは「中越・KOBE足湯隊」という枠組みで
足湯に入っている現地の方の手をもみながら傾聴する活動を積極
的に行った。現在では、コロナ禍で1〜2年ほど行けていなかった
現地での活動を再開しており、2022年5月には宮城県丸森町でのサ
ロン会、8月には宮城県山元町の夏祭りのお手伝いを行った。

過去の活動

どんぐりチーム・・灘チャレンジでの交流をきっかけとして始まり、どんぐり学童保育所での活動を行った
さくら（救援隊高齢者福祉企画局）・・・・・・2003年と2004年に、グループハウス尼崎において、調査や

イベントの手伝いを行った
野宿・貧困問題企画局・・・・野宿や貧困問題についての勉強会や夜回りなどのフィールドワークを実施した

などなど、さまざまな社会問題に取り組む

出典・2022年6月12日講演会「救援隊の知られざる歴史」被災地に学ぶ会代表 藤室玲治 作成資料
・「救援隊って何だろう」〜＜震災の教訓＞から＜地域視点＞へ〜 神戸大学学生震災救援隊事務局

神戸大学学生震災救援隊 Twitter:@Qentai
Gmail:qyentai@gmail.com



セクション紹介

手話を楽しく
学んでいます。
11月13日の六甲

祭では手話歌を
披露します！

障がい者の方と
身近に交流でき
ます。楽しいイ
ベントが盛りだ
くさん！

震災をきっかけ
に地域のお祭り
を創っています。
実行委員みんな
が活躍できる！

知的障がいをも
つまさきさんと
いっしょにお散
歩をします！

災害復興住宅で

おじいちゃん、
おばあちゃんと
まったりお茶会
をしています！

須磨区にある天
井川公園の整備
をしています。

神戸の街の中で
緑あふれる自然
を感じよう！

ゲームや練習を
通じて、点字や
視覚障がいにつ
いて楽しく勉強
をしています。

児童館にお邪魔
して子どもたち
と遊んでいます。

子ども好きには
たまらない！

神戸大学総合ボランティアセンター

手話サークルぺんぺん草§ 平日週2 障がい者§ 隔週金曜19時30～
休日月2

住之江児童館§ 毎週土曜13～17時 点訳§ 隔月活動

とんかち§ 毎週日曜9時～12時 N.A.C.§ 毎週土曜13時～17時

まーくん☆チーム§ 平日朝 灘チャレンジ§ 隔週MT

興味のある活動があれば、いつでもご連絡ください！
ボランティア活動のご依頼も、ご相談ください！
Mail：kobeuniv.vc@gmail.com
Twitter:@kuvc1995

1995年5月10日にセンターが発足して以来、地域のニーズに対応す
るために様々な活動が行われてきました。2022年現在は主に上の
8つのセクションで活動を行っています。

mailto:kobeuniv.vc@gmail.com





